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協
和
庁
舎
整
備
事
業�

�

（
管
財
課
）

　

東
日
本
大
਒
ࡂ
で
ඃ
ࡂ
し
、
࿝
ٺ
化
が
ஶ
し
い

協
和
支
所
、
協
和
公
民
館
、
協
和
総
合
セ
ン
タ
ー

の
機
能
を
集
約
し
た
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

�
億
�
�
�
�
万
�
千
円

連
携
と
協
働
で
進
め
る

ま
ち
づ
く
り

１

健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

̏

৽
ن

不
妊
治
療
費
助
成
事
業

�

（
健
康
づ
く
り
課
）

�
�
�
万
�
千
円

　

不
妊
に
悩
む
夫
婦
へ
、
高
額
な
医
療
費
が
か
か

る
配
ۮ
者
間
の
不
妊
࣏
療
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
、
不
妊
࣏
療
の
経
済
的
負
担
の
軽
ݮ
を

ਤ
り
ま
す
。

ɹओͳۀࣄ

豊
か
さ
を
育
む
産
業
と
観
光
の

ま
ち
づ
く
り

̎

৽
ن
�
億
�
�
�
�
万
�
千
円

　

あ
け
の
元
気
館
等
ෳ
合
施
設
に
つ
い
て
、
指
定

؅
理
者
制
度
を
導
入
し
、
民
間
事
業
者
等
が
有
す

る
専
໳
的
知
ࣝ
や
経
Ӧ
能
力
を
活
用
し
て
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
޲
上
と
行
政
コ
ス
ト
の
ॖ
ݮ
を
ਤ
り

ま
す
。

図
書
館
管
理
運
営
事
業�

（
中
央
図
書
館
）

�
億
�
�
�
�
万
�
千
円

　

筑
西
市
立
ਤ
書
館
（
中
央
ਤ
書
館
、
明
野
ਤ
書

館
、
関
城
分
館
、
協
和
分
館
）
に
つ
い
て
指
定
؅

理
者
制
度
を
導
入
し
、
民
間
事
業
者
等
が
有
す
る

専
໳
的
知
ࣝ
や
経
Ӧ
能
力
を
活
用
し
て
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
޲
上
と
行
政
コ
ス
ト
の
ॖ
ݮ
を
ਤ
り

ま
す
。

৽
ن

地
域
力
創
造
事
業�

（
企
画
課
）

�
�
�
万
円

　

筑
西
市
活
性
化
プ
ロ
ジ
ỻ
ク
ト
「
ち
っ
く
タ
ッ

グ
」
が
取
り
組
む
地
域
資
ݯ
等
を
活ㆂ

か
し
た
地
域

活
性
化
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

観
光
資
源
開
発
事
業�

（
商
工
観
光
課
）

�
�
�
万
�
千
円

　

筑
西
市
の
ັ
力
を
県
内
外
に
広
く
Ｐ
̧
す
る
た

め
、
؍
ޫ
Ψ
イ
ド
マ
ッ
プ
や
ϊ
ベ
ル
テ
ィ
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
メ
σ
ィ
ア
等
を
活
用
し
た
情
報
の
発

信
を
行
い
ま
す
。

園
芸
振
興
対
策
事
業�

（
農
政
課
）

�
�
�
�
万
円

　

ས
・
こ
だ
ま
す
い
か
・
き
ỵ
う
り
・
コ
ギ
ク
が

県
໏
ฑ
࢈
地
、
に
ら
・
ト
マ
ト
・
い
ち
ご
が
໏
ฑ

ਪ
ਐ
࢈
地
の
指
定
品
目
と
な
っ
て
お
り
、
園
芸
࢈

地
の
ҡ
持
・
֦
大
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

ࡂ
֐
に
ڧ
い
࢈
地
づ
く
り
と
生
࢈
コ
ス
ト
の
௿
ݮ

や
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
農
業
用
機

ց
や
施
設
整
備
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

農
産
物
等
1
3
推
進
事
業�

（
農
政
課
）

�
�
�
万
�
千
円

　

県
੨
Ռ
物
໏
ฑ
࢈
地
の
指
定
を
受
け
て
い
る
ས

及
び
こ
だ
ま
す
い
か
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
特

࢈
物
で
あ
る
Ռ
थ
及
び
Ռ
ࡊ
類
等
の
振
興
を
ਤ
る

た
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
品
等
に
よ
り
農
࢈

物
の
Ｐ
̧
を
ਪ
ਐ
し
て
地
域
農
業
の
活
性
化
を
ਤ

り
ま
す
。

企
業
立
地
促
進
事
業�（
企
業
誘
致
推
進
課
）

�
�
�
�
万
�
千
円

　

市
内
へ
の
ا
業
༠
க
を
ଅ
ਐ
し
工
業
振
興
を
ਤ

る
と
と
も
に
、
ޏ
用
機
会
の
確
保
や
地
域
の
活
性

化
を
ਤ
り
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
助
成
事
業

�

（
商
工
観
光
課
）

�
�
�
�
万
円

　

10
ˋ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
分
を
付
け
た
঎
品
݊
を
発

行
し
、
個
人
消
費
֦
大
を
ଅ
ਐ
し
て
の
消
費
ש
ى

及
び
ܠ
気
を
ࢗ
ܹ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
元
঎
ళ

街
の
活
性
化
を
ਤ
り
ま
す
。

৽
ن

水
痘
予
防
接
種
事
業�
（
保
健
予
防
課
）

�
�
�
�
万
�
千
円

　

水
౱
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
実
施
に
よ
り
、
ॏ

঱
化
や
ײ
છ
঱
ま
ん
延
防
止
を
ਤ
り
、
市
民
の
安

心
・
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

▼
対
象
年
ྸ
ộ
生
後
12
月
か
ら
生
後
36
月
に
ࢸ
る

ま
で
の
間
に
あ
る
人　

▼
接
種
回
数
ộ
２
回

あ
け
の
元
気
館
管
理
運
営
事
業

　��

　
　
　
　
　
　
　
　�

　（
保
健
予
防
課
）

৽
ن

医
師
修
学
資
金
貸
与
事
業

　��

　
　
　
　
　
　
　
　�

　（
保
健
予
防
課
）

�
�
�
�
万
�
千
円

　

ক
来
、
医
師
と
し
て
筑
西
市
内
の
ප
Ӄ
に
勤
務

す
る
意
ࢥ
を
持
っ
た
医
学
生
を
対
象
に
、
予
ࢉ
の

ൣ
ғ
内
で
、
修
学
に
必
要
な
資
金
を
貸
与
す
る
こ

と
に
よ
り
、
当
市
の
ප
Ӄ
に
お
い
て
必
要
な
医
師

を
確
保
し
ま
す
。

地
域
医
療
推
進
連
携
事
業

　
　
　
　
　
　��

�

（
中
核
病
院
建
設
推
進
課
）

�
�
�
�
万
円

　

2
0
2
5
年
に
団
մ
の
ੈ
代
が
75
歳
以
上
と

な
り
、
地
域
に
お
い
て
࣬
ප
や
要
介
護
状
ଶ
に
あ

る
高
ྸ
者
が
大
き
く
૿
加
す
る
状
況
に
あ
る
た

め
、
保
健
、
医
療
、
介
護
及
び
福
祉
の
連
ܞ
に
よ

り
、
แ
ׅ
的
か
つ
ܧ
ଓ
的
に
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
る
体
制
を
ߏ
ங
し
ま
す
。

い
き
い
き
と
伸
び
や
か
に
育
つ
人

と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

４
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心
和
む
美
し
く
豊
か
な
景
観
と
環

境
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り

５
　

茨
城
県
ゆ
か
り
の
ூ
ࠁ
家
雨
宮
࣏
郎
（
日
本
᥁

術
Ӄ
会
員
）
の
Ҩ
଒
（
雨
宮
ܟ
子
・
࣏
郎
の
່
）

か
ら
、
雨
宮
࣏
郎
作
品
の
ੴ
ߣ
原
ܕ
と
雨
宮
ܟ
子

の
ブ
ロ
ン
ズ
૾
作
品
を
寄
ଃ
す
る
申
し
出
を
受
け

て
、
そ
れ
ら
を
Ҡ
ૹ
す
る
と
と
も
に
、
ੴ
ߣ
原
ܕ

か
ら
作
品
を
ர
଄
し
、
美
術
館
に
収
ଂ
し
ま
す
。

一
本
松ŋ

茂
田
線
整
備
事
業
（
%
区
間
）

�

（
土
木
課
）

�
億
�
�
�
�
万
円

　

小
֋
川
ӈ
؛
か
ら
Ӻ
南
線
ま
で
の
ಓ
路
整
備
を

行
い
ま
す
。

小
学
校
耐
震
化
事
業�

（
施
設
整
備
課
）

�
�
�
�
万
�
千
円

　

小
学
校
施
設
の
଱
਒
化
を
ਤ
り
ま
す
。
平
成
26

年
度
は
、
養
ࢋ
小
、
関
城
西
小
、
৽
࣏
小
の
校
舎

及
び
下
館
小
の
԰
内
運
動
場
の
଱
਒
補
ڧ
計
画
・

設
計
を
実
施
し
ま
す
。
川
島
小
、
஛
島
小
、
古
里

小
、
৽
࣏
小
、
小
栗
小
の
校
舎
及
び
大
ా
小
、
鳥

Ӌ
小
の
԰
内
運
動
場
の
଱
਒
補
ڧ
工
事
等
は
、
平

成
25
年
度
補
正
予
ࢉ
（
明
ڐ
܁
越
）
に
よ
り
、
平

成
26
年
度
に
実
施
し
ま
す
。

中
学
校
耐
震
化
事
業�
（
施
設
整
備
課
）

�
�
�
�
万
�
千
円

　

中
学
校
施
設
の
଱
਒
化
を
ਤ
り
ま
す
。
平
成
26

年
度
は
、
下
館
中
学
校
、
下
館
๺
中
学
校
の
෢
ಓ

場
の
଱
਒
補
ڧ
計
画
・
設
計
を
実
施
し
ま
す
。
下

館
中
学
校
の
校
舎
の
଱
਒
補
ڧ
工
事
等
は
、
平
成

25
年
度
補
正
予
ࢉ
（
明
ڐ
܁
越
）
に
よ
り
、
平
成

26
年
度
に
実
施
し
ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

　��

　
　
　
　
　
　
　
　�

　（
学
校
給
食
課
）

�
�
億
�
�
�
�
万
円

　

࿝
ٺ
化
し
た
下
館
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
及
び
、

自
校
ࣜ
13
校
の
調
理
施
設
を
ഇ
止
し
、
そ
れ
ら
を

一
ׅ
調
理
す
る
৽
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
整

備
し
ま
す
。

美
術
館
資
料
収
集
事
業�

（
美
術
館
）

�
�
�
万
�
千
円

通
学
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
助
成
事
業

　��

　
　
　
　
　
　
　
　�

　（
学
務
課
）

�
�
�
万
円

　

生
ె
の
安
全
確
保
の
一
؀
と
し
て
、
通
学
用
ϔ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
義
務
付
け
し
、
ϔ
ル
メ
ッ
ト

ߪ
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

৽
ن

一
本
松ŋ

茂
田
線
整
備
事
業
（
#
区
間
）

�

（
土
木
課
）

�
�
�
�
万
�
千
円

　

下
館
ゴ
ル
フ
۞
楽
部
入
口
か
ら
主
要
地
方
ಓ
筑

西
つ
く
ば
線
ま
で
の
ಓ
路
整
備
を
行
い
ま
す
。

一
本
松ŋ

茂
田
線
整
備
事
業
（
$
区
間
）

�

（
土
木
課
）

�
億
�
�
�
�
万
円

　

主
要
地
方
ಓ
筑
西
つ
く
ば
線
か
ら
小
֋
川
左
؛

ま
で
の
ಓ
路
整
備
を
行
い
ま
す
。

中
島
・
西
榎
生
線
整
備
事
業�

（
土
木
課
）

�
億
�
�
�
�
万
�
千
円

　

ӿ
生
地
内
か
ら
一
本
দ
・
ໜ
ా
線
（
Ｄ
区
間
）

ま
で
の
ಓ
路
整
備
を
行
い
ま
す
。

小
川
線
街
路
整
備
事
業�

（
公
園
街
路
課
）

�
億
�
�
�
�
万
�
千
円

　

౎
市
計
画
ಓ
路
小
川
・
川
島
線
と
౎
市
計
画
ಓ

路
小
川
・
女
方
線
を
結
Ϳ
街
路
整
備
事
業
で
地
域

住
民
の
利
ศ
性
と
川
島
地
区
の
活
性
化
を
ਤ
り
ま

す
。

河
間
北
部
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
建
設
事
業�

（
農
業
集
落
排
水
課
）

�
億
�
�
�
�
万
円

　

Տ
間
๺
部
地
区
か
ら
出
る
生
活
ࡶ
ഉ
水
を
ॲ
理

す
る
施
設
を
整
備
し
、
農
࢈
物
と
生
活
؀
ڥ
を
改

善
し
ま
す
。

防
災
倉
庫
整
備
事
業��

（
消
防
防
災
課
）

�
�
�
�
万
�
千
円

　

ೋ
木
成
地
内
の
چ
税
務
署
੻
地
に
防
ࡂ
૔
ݿ
を

整
備
し
ま
す
。

避
難
所
機
能
強
化
事
業�

（
消
防
防
災
課
）

�
�
�
�
万
�
千
円

　

東
日
本
大
਒
ࡂ
で
は
特
に
ఀ
ి
や
断
水
対
応
に

ۤ
ྀ
し
た
た
め
、
小
中
学
校
全
校
に
ඇ
ৗ
用
発
ి

機
及
び
౤
ޫ
ث
を
ৗ
備
す
る
と
と
も
に
、
断
水
時

に
お
け
る
生
活
水
を
確
保
す
る
た
め
の
؆
қ
Ҫ
戸

施
設
（
手
ԡ
し
ポ
ン
プ
）
を
年
次
計
画
で
整
備
し

ま
す
。

木
戸
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

機
能
強
化
事
業�

（
農
業
集
落
排
水
課
）

�
�
�
万
円

　

供
用
開
始
後
20
年
を
経
過
し
施
設
の
࿝
ٺ
化
が

ਐ
ん
で
い
る
状
ଶ
で
あ
り
、
ࠓ
後
Ԛ
水
ॲ
理
に
ॏ

大
な
支
ো
を
来
す
ڪ
れ
が
あ
る
た
め
、
改
修
工
事

を
行
い
ま
す
。

消
防
団
員
活
動
用
装
備
品
購
入
事
業

�
�

（
消
防
防
災
課
）

�
�
�
�
万
�
千
円

　

ࡂ
֐
現
場
等
で
活
動
す
る
消
防
団
員
の
身
を
守

る
装
備
品
を
貸
与
し
活
動
に
備
え
る
と
と
も
に
、

個
人
装
備
品
の
ॆ
実
を
ਤ
り
ま
す
。
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救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
普
及
事
業
（
無

料
）

◉
対
　
象　

①
65
歳
以
上
の
ͻ
と
り
暮
ら
し
高
ྸ
者
。

②
65
歳
以
上
の
高
ྸ
者
ੈ
帯
で
ප
ऑ
等
の
理
由
に
よ

り
配
෍
を
希
望
す

る
人
。

③
ো
֐
、
ප
ऑ
等

の
理
由
に
よ
り
配

෍
を
希
望
す
る
人
。

◉
実
施
内
容　

　

か
か
り
つ
け
医

や
持
ප
な
ど
の
医
療
情
報
、
ۓ
ٸ
連
絡
先
な
ど
の
情

報
を
専
用
の
容
ث
に
入
れ
、
自
宅
の
ྫྷ
ଂ
ݿ
に
保
؅

し
て
お
く
こ
と
で
、
万
一
の
ۓ
ٸ
時
に
備
え
る
も
の

で
す
。

は
い
か
い
高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業

◉
対
　
象

　

は
い
か
い
行
動
の
見
ら
れ
る
お
お
む
ね
65
歳
以
上

の
高
ྸ
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
。

◉
実
施
内
容

　

は
い
か
い
行
動
の
見
ら
れ
る
高
ྸ
者
を
介
護
し
て

い
る
家
଒
に
対
し
、
位
置
情
報
୺
຤
機
の
貸
出
し
、

位
置
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
で
、
は
い
か

い
高
ྸ
者
の
保
護
を
支
援
し
ま
す
。

◉
費
　
用

　
【
基
本
料
金
】
５
４
０
円
／
月

　
シ
ル
バ
ー
カ
ー
購
入
助
成
事
業

◉
対
　
象

紙
お
む
つ
の
支
給
事
業
（
無
料
）�

◉
対
　
象　

　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
在
宅
高
ྸ
者
で
、
要
介
護

度
３
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
お
む
つ
࢖
用
者
。

◉
実
施
内
容　

　

紙
お
む
つ
の
支
給
ຕ
数
は
、
テ
ー
プ
ܕ
を
基
準
に
、

１
か
月
30
ຕ
を
限
度
に
１
回
に
２
か
月
分
（
ۮ
数
月
）

支
給
し
ま
す
。

愛
の
定
期
便
事
業
（
無
料
）

◉
対
　
象　

　

お
お
む
ね
75
歳
以
上
の
安
൱
確
認
が
必
要
な
ͻ
と

り
暮
ら
し
で
、
家
に
ด
じ
こ
も
り
が
ち
な
人
。 

◉
実
施
内
容

　

ೕ
ࢎ
飲
料
を
１
週
間
に
２
回
（
各
１
本
）
を
配
達

し
、
安
൱
確
認
を
行
な
い
ま
す
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
（
無
料
）

◉
対
　
象　

①
お
お
む
ね
75
歳
以
上
の
ͻ
と
り
暮
ら
し
で
、
ප
ऑ

な
ど
の
理
由
に
よ
り
装
置
を
必
要
と
す
る
人
。

②
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ͻ
と
り
暮
ら
し
で
、
介
護

保
険
法
の
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
を
受
け
て
い
る

人
で
、
装
置
を
必
要
と
す
る
人
。

③
高
ྸ
者
ੈ
帯
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
１
人
が
要
介
護

度
４
又
は
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
で
、
装
置
を

必
要
と
す
る
人
。

◉
実
施
内
容

　

ಥ
発
的
な
ࡂ
֐
、
ٸ
ප
、
事
ނ
な
ど
の
ۓ
ٸ
事
ଶ

に
対
す
る
不
安
を
ղ
消
す
る
た
め
に
、
ۓ
ٸ
通
報
装

置
を
貸
与
し
ま
す
。

高齢者在宅福祉
サービスのご案内

໰͍߹Θͤ：ྸߴ෱ࢱ՝ɹ಺ઢ２２̐ɾ２２̓
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高ྸऀࡏ୐෱ࢱαʔϏス
　

お
お
む
ね
75
歳
以
上
の
高
ྸ
者
で
、
ৗ
時
そ
の
า

行
に
つ
い
て
৛
な
ど
を
必
要
と
し
て
い
る
人
。

◉
実
施
内
容

　

า
行
に
不
安
の
あ
る
高
ྸ
者
に
対
し
、
シ
ル
バ
ー

カ
ー
ߪ
入
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

◉
助
成
額

　

シ
ル
バ
ー
カ
ー
ߪ
入

Ձ
֨
の
２
分
の
１
以
内

（
５
，
０
０
０
円
を
限
度
）

介
護
マ
ー
ク
普
及
事
業
（
無
料
）

◉
対
　
象　

　

市
内
在
住
の
認
知
঱
高
ྸ
者
・
ো
が
い
者
な
ど
を

介
護
し
て
い
る
介
護
者
で
「
介
護
マ
ー
ク
」
を
希
望

す
る
人
。

◉
実
施
内
容

　

介
護
す
る
人
が
周
ғ
の
人
に
介
護
中
で
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
き
に
࢖
う
「
介
護
マ
ー
ク
」

（
ケ
ー
ス
に
入
れ
た
カ
ー

ド
）
を
配
෍
し
ま
す
。

【
活
用
例
】
Ӻ
や
サ
ー
ビ

ス
Τ
リ
ア
な
ど
の
ト
イ

レ
に
付
き
添
う
と
き
や
、

男
性
介
護
者
が
女
性
用

下
着
等
を
ߪ
入
す
る
と

き
な
ど
。

要
介
護
高
齢
者
等
介
護
慰
労
金
の
支
給

◉
対
　
象　

　

介
護
保
険
法
に
基
づ
き
要
介
護
度
４
又
は
５
の
認

定
を
受
け
て
い
る
人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
市
民

税
ඇ
課
税
ੈ
帯
の
人
。

　

た
だ
し
、
基
準
日
（
７
月
31
日
）
以
前
の
１
年
間

に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
は
除
き
ま

す
。（
申
請
期
間
指
定
）

◉
実
施
内
容

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
全
く
利
用
せ
ず
に
、
要
介

護
度
４
又
は
５
の
人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
଒

に
Қ
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

◉
支
給
額

　

Қ
労
金　

10
万
円
／
年

 
◉
対
　
象

　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
認
知
঱
高
ྸ
者
を
介
護
し

て
い
る
家
଒
。

◉
実
施
内
容

　

認
知
঱
高
ྸ
者
を
介
護
し
て
い
る
家
଒
が
、
外
出

す
る
こ
と
が
必
要
な
時
間
帯

又
は
介
護
ർ
れ
で
休
ଉ
が
必

要
な
時
間
帯
に
、
や
す
ら
͗

支
援
員
が
高
ྸ
者
宅
を
๚
問

し
て
、
見
守
り
や
話
し
相
手

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す
。

◉
費
　
用

　

３
０
０
円
／
１
回
（
３
時
間
以
内
）

˙஍Ҭแׅࢧԉηϯλʔ
　地域の高齢者のみなさんが安৺してؾݩに฻らせるよう介
護予防にؔするۀࣄを実施しています。ͬࠔたことや৺配ご
とはなんでもご૬ஊください。ࣗ宅΁もお࢕いします。
଴かもٮ」　 ŋŋŋ」とࢥうことがありましたら、ૣظにご࿈བྷ
ください。通ใ・૬ஊ者にؔする৘ใのൿີは守られますの
でご安৺ください。どうͧおܰؾにおి࿩ください。

ԉηϯλʔࢧޢ୐հࡏ˙
　高齢者にؔする地域の਎ۙな૬ஊ૭ޱです。365 日（24 （間࣌
૯߹తにରԠします。

施 設 名 電 話 番 号 相談時間

市地域包括支援センター
（市役所高齢福祉課内）

２４−２１１５（直通）
２４−２１１１（代表）
内線２１８・２６２

平日 8：30
～ 17：15

施 設 名 電 話 番 号 相談時間

おばやし在宅介護支援センター
（老健施設　ごぎょうの里内）

２５−５７１３
【休日・夜間受付】

０９０−１５４２−６６８２

【窓口】
平日 9：00
 ～ 17：00

【電話】
休日・夜間
も受付可

敬心苑在宅介護支援センター
（老福施設　敬心苑内） ２５−６８８６

しらとり在宅介護支援センター
（老福施設　しらとり内） ２８−１２７７

中舘在宅介護支援センター
（三岳荘小松﨑病院内） ２５−６１５５

関城在宅介護支援センター
（大圃病院内） ３７−７７９７

明野在宅介護支援センター
（明野農村環境改善センター内） ５２−５３０８

協和在宅介護支援センター
（老福施設　県西せいかん荘内） ５７−６５３１

高齢者の総合相談窓口
（個人情報など秘密厳守）

（
５
，
０
０
０
円
を
限
度
）

認
知
症
高
齢
者
家
族
や
す
ら
ぎ
支
援
事
業
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